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エンタ—テイメントロボットで未来大を世界に発信
～未来大の顔となるロボットを作り、PV（プロモーションビデオ）を発信する！～

使用する SNS と発信する内容スケジュール

使用 SNS 発信する内容
・ロボットの写真、動画
・作業風景
・使用しているツールの写真
・イベントの告知
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各グループのロボット

GroupB
未来大のマスコットロボット

ターゲット：大学を探している高校生

目的：公立はこだて未来大学について興味を持ってもら
うこと

外観：エゾオコジョをモチーフとして、フェイクファー
などを使った白くてモフモフとした見た目

機能：人の動きに反応して感情を表現する

今までの取り組み：サーボモータと振動モータ及び、光
センサの制御ができるプロトタイプの作成

今後の取り組み：フェイクファーや綿等を使って可愛い
見た目に仕上げる

GroupA
筋トレをするロボット

ターゲット：子供から大人まで体を動かしたい人

目的：体を動かしたい人の運動を促し、健康的にさせる
こと

外観：マシュマロをモチーフとした、マシュマロのよう
な触り心地の白くて丸い見た目

機能：一緒に筋トレ

今までの取り組み：筋トレの動作や感知と反応、音声機
能などの実装

今後の取り組み：スマホアプリやアラーム機能、他の動
作の実装、UX の向上、筋トレの成果記録を可視化して
筋トレのモチベが上がるようにするなど、スマホアプリ
で選択できる動作のカスタマイズ性を上げる

概要
本プロジェクトでは、公立はこだて未来大学の顔となるエンター
テイメントロボットを設計、製作して PV を作る。その PV を
SNS で発信し、世界にロボットの面白さを知ってもらうとともに、
公立はこだて未来大学について広めることを目的とする。 

エンタメロボットの定義
物理的身体を持った、人の感情を動かすロボット

背景
近年 SNS の普及により、多くの情報を入手し共有しているが、公立
はこだて未来大学は SNS を活用して大学の知名度を効果的に高める
ことができていない。そのため、エンタメロボットという注目を浴び
ている技術を活用することで、公立はこだて未来大学の知名度を向上
させると同時に、エンタメロボットの面白さを効果的に広めることが
できると考えた。

エンタメロボットのコンセプト
感情を表現してヒトとコミュニケーションを取る未来大らしくて可愛いロボット

GroupC
� 人暮らしの �� ～ �� 代のためのロボット

ターゲット：�人暮らしの ��～�� 代

目的：�人暮らしの人に癒しを与えること

外観：ふわふわで丸みを帯びている、未来大オリジナル
の生物

機能：しっぽを振って感情を表現する

今までの取り組み：�Dモデルの作成とスタイロフォー
ムを使った実寸大模型の作成

今後の取り組み：完成品に会話機能とセンサ制御を付け
る


